
2003.11.29-あの時の私　文革目撃、それが原点(夕刊読売新聞)

現
代
中
国
研
究
の
第一
人
者
で、
前
東
京
外
語
大
学
長
の
中
嶋
嶺
雄
さ
ん

（
的）
に
とっ
て
の
転
機
は「一
九
六
六
年」
だっ
た
と
い
う。
時
あ
た
か
も
文

化
大
革
命
の
あ
ら
しが
吹
き
荒
れ
始
め
た
時
期。
初
の
中
国
訪
問
は、
自
ら
の

中
国
論
を
築
き
上
げ
る
上
で
の
原
点
と
なっ
た。
（
聞
き
手・
時
田
英
之）

嶺雄中嶋 中国学者* さん

一
九
六
六
年
は
中
国
の
革
命
家、
孫

文
の
生
誕
百
周
年
の
年で
した口
そ
れ

を
記
念
す
る
行
事
が
北
京
で
聞
か
れ
た

の
で
す
が、
私
は
思
い
が
け
ず
こ
の
大

会に
招
待
さ
れ
た
の
で
す。

当
時
は
東
京
外
国
語
大
の
助
手
で、

ま
だ
三
十
歳。
「
現
代
中
国
論」
と
い

う
最
初
の
本
は
出
て
い
た
か
ら、
若
手

学
者
と
い
う
こ
と
で
選
ば
れ
た
の
で
し

ょ
う。
僕
に
は
願つ
で
も
ない
好
機で

した。
と
い
う
の
は
こ
の
年、
中
国で

は
文
化
大
革
命
が
始
まっ
て
い
た
か
ら

で
す。街

に
は「
毛
沢
東
万
歳」
を
叫
ぶ
紅

衛
兵
の
若
者
た
ち
が
練
り
歩
き
H

写
真

H 、
彼
ら
の
庄
力
を
背
景に
多
く
の
人

守
々
が
「
反
革
命
分
子
」

と
し
て
批
判
さ

れ、
失
脚
し
て
い
く 口
日
本に
も
そ
ん

な
情
報
が
伝
わっ
て
い
ま
した。
で
も、

「
文
革
の
本
質」
と
い
う
の
は
な
か
な

か
わ
か
ら
ない。
そ
れ
を
自
分
の
目
で

確
か
め
たい
と
思っ
た
ん
で
す
ね。

i
式
典
が
あっ
た
の
は
十一
月
十
二

日、
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
した。
た

だ
妙
な
感
じ
が
した。
こ
う
した
場に

毛
沢
東
が
出て
こ
ない
の
は
よ
く
あ
る

こ
と
で、
彼
がい
ない
の
は
わ
か
る。

で
も 、
記
念
撮
影
の
時に
なっ
て
も
国

家
主
席
の
劉
少
奇
と
共
産
党
総
書
記
の

郵
小
平
が
来
ない。
二
人
は
他
の
要
人

が
席
に
着
い
た
後、
遅
れて
登
壇
しま

した。
しか
し会
場に
は
拍
手
ひ
とつ

ない。
や
がて
周
恩
来
首
相
が
立
ち
上

が
り、
「
い
か
な
る
偉
大
な
革
命
家
で

あっ
て
も、
毛
主
席に
そ
む
く
輩
に

未
来
は
ない」
と
演
説
し
た。
劉
少
奇

を
見
る
と
顔
面
蒼
白
で、
会
場
は
禁
煙

な
の
に
立
て
続
けに
た
ば
こ
を
吸っ
て

は
も
み
消
してい
る。
明
ら
かに
劉
少

奇
が
批
判
さ
れて
い
る
の
で
す。



文革目撃、ぞれが原点
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